
粉
体
技
術

産業界の革新を支える

横
顔

増田弘昭氏会長日本粉体工業技術協会

会
長
就
任
意
気
込
み
は
？

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
日
本
粉
体
工
業
技
術
協
会
は
５
月

日
、
東
京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

東
京
都
文
京

区

で
定
時
総
会
を
開
き
、
同
協
会
副
会
長
で
京
都
大
学
名
誉
教
授
の
増
田
弘
昭
氏

を
新
会
長
に
選
定
し
た
。
足
元
で
は
市
場
の
景
気
回
復
感
を
支
え
に
製
造
業
の
マ
イ

ン
ド
が
好
転
。
広
範
な
産
業
分
野
で
モ
ノ
づ
く
り
の
基
盤
を
支
え
る
粉
体
技
術
の
重

要
性
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
今
年
度
か
ら
同
協
会
の
カ
ジ
を

取
る
増
田
新
会
長
に
意
気
込
み
や
取
り
組
み
に
つ
い
て
聞
い
た
。

材
料
・
製
品
開
発
の
基
礎
微
細
化
で
新
た
な
特
性
発
揮

　
固
体
微
粒
子
の
集
合
体
で
あ
る
粉
体
。
そ
の
単
位
重
量
当
た
り
の
表
面
積
は
膨
大
な
も
の
。
そ
う
し
た
個
々

の
微
粒
子
に
適
度
な
力
を
加
え
る
こ
と
で
粒
子
の
配
列
状
態
を
変
化
さ
せ
、
さ
ら
に
は
粒
子
サ
イ
ズ
の
微
細
化
に

よ
り
一
般
的
な
固
体
と
異
な
る
新
た
な
性
質
を
産
み
出
す
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
粉
体
が
有
す
る
こ
の
よ
う
な

特
性
を
有
意
義
に
活
用
す
る
研
究
が
、
材
料
開
発
お
よ
び
製
品
開
発
の
基
礎
と
な
り
広
範
な
産
業
分
野
の
革
新
を

支
え
て
い
る
。

会
員
企
業
の
発
展
に
全
力
粉
体
工
業
展
も
成
功
さ
せ
る

（ ） 【広告特集】 ２０１４年 平成２６年 ６月３０日 月曜日 　　

　
ま
す
だ
・
ひ
ろ
あ
き
　

年

昭

京
大
工
学
研
究

科
博
士
課
程
修
了
、
同
年
京

大
助
手
。

年
広
島
大
助
教

授
、

年
教
授
。

年
京
大

教
授
、

年
日
本
粉
体
工
業

技
術
協
会
理
事
、

年
副
会

長
。
趣
味
は
自
然
を
相
手
に

す
る
、
広
島
在
住
の
頃
か
ら

親
し
ん
で
き
た
海
釣
り
。
の

ん
び
り
と
波
や
潮
の
動
き
を

眺
め
な
が
ら
粉
体
の
多
様
な

流
動
に
思
い
を
め
ぐ
ら
す
。

広
島
県
出
身
、

歳
。

　
―
会
長
就
任
に
あ
た
っ

て
、
現
在
の
心
境
は
。

　
「
当
協
会
は

年
に

周

年
を
迎
え
次
の

周
年
に
向

け
て
歩
み
始
め
た
。
協
会
の

使
命
の
一
つ
は
一
企
業
、
一

個
人
で
は
達
成
が
難
し
い
粉

体
技
術
あ
る
い
は
関
連
技
術

の
開
発
と
普
及
、
発
展
の
支

援
を
行
う
こ
と
。
各
企
業
が

有
益
な
技
術
を
独
自
開
発
で

き
る
よ
う
共
通
の
基
礎
固
め

に
尽
力
す
る
。
優
れ
た
技
術

を
創
成
す
る
会
員
各
社
の
努

力
に
対
し
、
協
会
は
達
成
へ

の
支
援
を
実
践
し
協
会
全
体

と
し
て
も
世
界
一
の
技
術
集

団
と
な
れ
る
よ
う
、
互
い
に

切
磋
琢
磨
し
て
前
進
し
て
い

せ
っ
さ
た
く
ま

き
た
い
」

　
―
今
年
度
、
協
会
が
取
り

組
む
重
点
施
策
は
。

　
「
大
き
く
分
け
て
テ
ー
マ

は
四
つ
。
ま
ず
は
ユ
ー
ザ
ー

視
点
と
実
際
の
設
計
に
役
立

つ
分
科
会
活
動
。
次
に
基
本

技
術
の
伝
承
と
普
及
を
目
指

す
人
材
育
成
と
教
育
事
業
。

さ
ら
に
ナ
ノ
物
質
へ
の
対
応

・
検
討
と
、

月
に
開
催
さ

れ
る

国
際
粉
体
工
業
展
東

京
２
０
１
４

を
成
功
さ
せ

る
こ
と
。
メ
ー
カ
ー
と
ユ
ー

ザ
ー
間
の
技
術
交
流
や
意
見

交
換
は
技
術
の
発
展
に
と
っ

て
非
常
に
重
要
。
そ
こ
で
分

科
会
な
ど
の
活
動
に
お
い
て

現
在
の
粉
体
技
術
で
何
が
で

き
る
か
を
考
え
た
い
。
自
分

た
ち
が
手
が
け
る
粉
体
装
置

が
有
す
る
可
能
性
に
思
い
を

巡
ら
す
こ
と
は
技
術
継
承
さ

れ
る
若
い
技
術
者
た
ち
の
夢

に
も
つ
な
が
る
。
協
会
と
し

て
は
そ
う
し
た
機
会
や
場
を

増
や
し
応
用
技
術
の
開
発
と

新
分
野
へ
の
展
開
を
目
指

す
。
ま
た
、
国
際
粉
体
工
業

展
は
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で

月

日
―

日
に
開
催
さ

れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
お

り
、
着
々
と
準
備
が
進
ん
で

い
る
。
協
会
の
一
大
行
事
で

あ
り
粉
体
技
術
の
普
及
、
ま

た
会
員
皆
さ
ま
の
活
躍
の
場

と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
、
メ
ー

カ
ー
と
ユ
ー
ザ
ー
の
情
報
交

換
・
収
集
・
出
会
い
の
場
と

し
て
も
重
要
で
有
意
義
な
も

の
と
な
る
よ
う
願
っ
て
い
ま

す
」

　
―
業
界
が
直
面
し
て
い
る

経
済
・
市
場
動
向
は
。

　
「
粉
体
に
関
わ
る
業
界
の

経
済
状
況
は
総
じ
て
好
調
。

セ
メ
ン
ト
な
ど
の
建
設
資
材

を
は
じ
め
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
環

境
に
関
す
る
粉
体
技
術
の
貢

献
度
は
極
め
て
高
い
。
ま
た

食
品
や
医
薬
品
、
化
粧
品
、

電
子
材
料
分
野
な
ど
広
範
な

産
業
分
野
で
は
基
礎
技
術
の

さ
ら
な
る
高
度
化
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
粉
体
技
術
は
そ

の
中
心
と
し
て
発
展
し
て
い

く
だ
ろ
う
」

　
―
技
術
開
発
の
現
状
は
。

　
「
粉
体
技
術
は
数
え
切
れ

な
い
程
多
く
の
商
品
を
作
り

出
す
基
盤
技
術
だ
。
こ
れ
ま

で
有
効
な
技
術
の
蓄
積
が
あ

り
鉱
工
業
を
は
じ
め
広
い
工

業
分
野
で
役
立
っ
て
き
た
。

最
近
は
ミ
ク
ロ
ン
か
ら
サ
ブ

ミ
ク
ロ
ン
の
粒
子
の
創
成
、

応
用
が
重
要
な
開
発
テ
ー
マ

に
な
っ
て
い
る
。
特
に
粒
子

状
ナ
ノ
物
質
に
つ
い
て
は
将

来
大
き
な
産
業
に
な
る
と
予

測
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
そ

の
有
効
性
だ
け

で
な
く
評
価
の

標
準
化
、
作
業

環
境
へ
の
影
響

や
対
処
法
が
急

が
れ
て
い
る
。

当
協
会
に
お
い
て
も
基
礎
固

め
を
進
め
て
い
る
。
一
方
、

粒
子
生
成
の
た
め
に
世
界
中

で
使
わ
れ
て
い
る
粉
砕
エ
ネ

ル
ギ
ー
は
膨
大
だ
。
地
球
環

境
や
持
続
可
能
性
か
ら
も
、

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
理

論
、
実
験
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る

手
段
を
駆
使
し
画
期
的
に
減

ら
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

だ
。
今
後
は
標
準
物
質
の
選

定
な
ど
種
々
の
標
準
化
を
進

め
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
」

　
粉
体
技
術
は
食
品
や
医
薬

・
化
粧
品
と
い
っ
た
日
常
生

活
に
直
結
し
た
分
野
か
ら
エ

レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
技
術
を
駆

使
し
た
最
先
端
技
術
分
野
ま

で
、
材
料
研
究
や
製
品
開
発

に
関
与
す
る
基
幹
技
術
。
高

付
加
価
値
化
を
追
求
す
る
産

業
分
野
で
は
革
新
的
技
術
開

発
お
よ
び
そ
の
実
用
化
が
共

通
の
課
題
と
さ
れ
る
。
粉
体

プ
ロ
セ
ス
が
広
範
な
産
業
分

野
を
支
え
て
い
る
要
因
は
粉

砕
や
分
級
、
ふ
る
い
分
け
、

バ
ル
ク
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
、
造

粒
・
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
計
測

・
制
御
な
ど
多
く
の
単
位
操

作
で
構
成
さ
れ
て
い
る
た

め
。
各
操
作
を
単
独
活
用
す

る
こ
と
で
十
分
な
成
果
が
得

ら
れ
る
が
、
各
単
位
操
作
を

複
合
的
に
組
み
合
わ
せ
る
こ

と
で
新
た
な
技
術
開
発
の
進

展
を
促
し
て
い
る
。

　
世
間
で
は
、
ナ
ノ
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
が
技
術
革
新
の
キ
ー

ワ
ー
ド
と
し
て
話
題
を
集
め

て
い
る
。
中
で
も
、
こ
れ
ま

で
ナ
ノ
ス
ケ
ー
ル

ナ
ノ
は

億
分
の
１

に
匹
敵
す
る

微
粒
子
を
一
般
的
に
扱
っ
て

き
た
粉
体
関
連
分
野
の
技
術

力
に
ス
ポ
ッ
ト
が
当
た
っ
て

い
る
。

　
粒
子
の
微
細
化
は
従
来
に

な
い
物
性
や
特
性
を
発
揮
し

新
た
な
製
品
開
発
の
ヒ
ン
ト

を
与
え
て
く
れ
る
。
た
だ
微

細
化
傾
向
は
多
様
な
ト
ラ
ブ

ル
を
生
じ
る
こ
と
か
ら
、
扱

い
難
さ
も
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
本
特
集
で
は
ナ
ノ
物
質

の
安
全
性
向
上
な
ど
、
先
駆

的
な
研
究
で
粉
体
関
連
工
業

の
発
展
を
担
う
日
本
粉
体
工

業
技
術
協
会
の
事
業
活
動
を

紹
介
す
る
。

　

本
文
、
次
ペ
ー
ジ
下
段

へ
続
く


